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論文の内容の要旨
(呂的)
本論文は、日本と韓国の体育科におけるダンス教育の内容について、日本の 12008年学習指導要領jと
韓国の 12007年改訂教育課程J(以下、新カリキュラム)を中心に、両国における戦後 (1945年)から現在
の新カリキュラムに至る変遷、新カリキュラムとその改訂の背景、さらに実践に向けたカリキュラム関連テ
キストによる具体化の内容を比較・分析することによって、両留の学校におけるダンス教育の現状を把握す
るとともに、今後の学校および体育科におけるダンス教育のあり方に関する提言を行うことを自的とした。
(対象と方法)
研究 lでは、臼本の学習指導要領と韓国の教育課程における小・中・高等学校のダンス教育に関する内容
について、戦後 (1945年)から新カリキュラム前(日本では平成 10年度学習指導要領と韓国の第7次教育
課程)までの変遷について、比較分析を行い新カリキュラムに至る過程について検討した。研究2では、研
究 1で明らかになった新カリキュラムに至る過程を諮まえ、日本と韓国の新カリキュラムである吉本の12008
年学習指導要領jと韓国の 12007年改訂教育課程jにおけるダンス教育に関する内容を比較・分析し、そ
の類似点と相違点を明らかにするとともに、改訂に関わった専門家に対するインタビュー調査を通して、両
国に違いが見られるようになった背景について検討した。研究3では、研究課題2で取り上げた新カリキュ
ラムと解説で示されているダンス教育に関する内容が、実襟の授業に向けてどのような具体化の方向性を持
ち実践に繋がっているのかについて、改訂に伴って出版されるカリキュラム関連テキストを通して明らかに
し、比較検討した。
(結果)
研究 1:ダンスに関する内容は、両国とも体育科の一領域として位置づけられ、表現・創作ダンスとフォー
クダンスが2つの柱であった。しかし、日本では 1998年(平成 10年)にリズム系のダンスが導入され3つ
の柱になった。一方、韓国では 1987年から基本の動きとともに芸術舞踊が取り入れられるようになり、近
年において両国の内容に違いがみられるようになった。
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研究2:隠密の新たな改訂において、日本では 1998年までのカリキュラムの継続性が重視されたのに対し、
韓国では方向性が大きく転換されたことが明らかになった。その結果、日本と韓国のダンスに関する内容が
同じ体育科に位置づけられているにも関わらず、大きな違いが顕れた。日本では、ダンスに関する内容が「表
現運動系・ダンスJ領域として成り立たせるために、他の運動領域との違いが明確にされた。韓国では、身
体表現として他の運動領域と共通して存在するダンスの特性を明確にすることで、体育科に存在する意義を
見出そうとした。
研究3:日本の「表現運動系・ダンスJ領域では、 3つのダンスの技能内容について何を(題材やイメージ、
リズムや踊り)、どのように(動きや動き方)の観点から特性が示され、体系化されていることが明らかになっ
た。韓国では、「表現活動j領域の選択活動として、ダンスと共にリズム体操やフィギュアスケートなどが
示され、創作活動の重要性が認められた。このような両国の違いは、ダンス教育が体育科に存在する意義の
違いによることが明らかにされた。
(考察)
以上の結果から、日本と韓国の体育科におけるダンス教育は内容や考え方に大きな違いが見られることが
明らかになったが、これは両国それぞれのダンス教育に特徴があることを示しているものであり、今後は互
いに評価できるダンス教育の内容を持ち寄り、更なるダンス教育の発展を自指していく必要があるものと考
える。
審査の結果の要旨
本研究は、戦後(1945年以降)の呂本の学習指導要領と韓毘の改訂教育課程を比較・分析し、体育科に
おけるダンス教育の位置づけの変遷を明らかにし、そこから日本と韓屈のダンス教育の今後の課題ゃあるべ
き方向を様々な角度から提言できたという点で高く評価できる。今後はさらに、荷国における実践への動向
とともに、民族的視点からダンスをどう捉えるのか、他の国ではどんなダンス教育が行われているのかを検
討し、更なるダンス教育の発展に寄与することが期待される。
平成 25年2月5日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(コーチング学)の学位を受けるに十分な資祐を有するものと認める。
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